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参院選投開票２日前、 

衝撃的な事件が起きた。

安倍晋三元首相が奈良

市で街頭演説中に銃撃

され、亡くなった。卑劣

極まるテロである。事件

の背景や警備体制など、

徹底した捜査・検証を求

めたい。気になるのは、

事件後「安倍政治」を一

方的に礼賛する報道が

目立つことだ。選挙への

影響も懸念される。 

 その中で北海道新聞 

９日社説「言論封殺する 

卑劣なテロ」に注目した。 

安倍氏「自身の保守的・ 

復古的な政治信条を押 

し通そうとした結果、国 

民の間の分断が深まっ 

た側面は否めない。森 

友・加計問題、桜を見る 

会など数々の疑惑も最 

後まで説明責任を果た 

さなかった。しかし、そ 

うした「安倍政治」への 

批判や異議は、あくまで 

も健全な言論を通じて 

なされるべきだ。暴力で 

口を封じようとする行 

為は自由な社会に対す 

る重大な挑戦である。」 

息苦しさが漂う中で、

参院選が終わった。選挙

結果は、自民が改選議席

の単独過半数を占め大

勝した。非改選議席と合

わせ、自民・公明で参院

でも過半数を維持した。

立憲は議席を減らし、維

新は衆院選に続き伸長

した。昨年の衆院選後の

「野党分断」により、自

民は 1 人区で圧勝した。

野党は「共闘」しないこ

とには、与党の厚い壁を

崩すことなどできない。

今回の選挙結果をシビ

アに検証、評価すべきだ。 

自公と維新・国民の改

憲勢力は参院でも 3 分

の 2 の議席を確保した。

憲法 9 条などの改憲、ウ

クライナ戦争に便乗し

た軍拡・「核共有」など、

日本の平和を脅かす動

きから目が離せない。 

今年は 1972 年 5 月の

沖縄の本土復帰から 50

年になる。琉球新報 6

月 27 日朝刊は、沖縄で

開催されたシンポジウ

ムの宮本憲一氏講演を

詳しく伝えている。 

沖縄戦を繰り返すな

という主張が沖縄から

出ているように、ウクラ

イナ戦争は沖縄の危機

を呼び起こす問題だ。今

のまま日米軍事ブロッ

ク化を強化すれば、沖縄

が再び戦場になること

は避けがたい。沖縄戦を

二度と起こさないとい

う思いは日本人全体の

決意でないといけない

と、警鐘を鳴らす。 

とかく好戦的なムー

ドに流され、軍事同盟や

軍拡に走りがちになる

が、「外交を含めた総合

的な戦略を構築するこ

とこそ、政治が果たすべ

き役割である」（朝日 6

月 24 日社説）。政治とと

もにメディアも真価が

問われている。 

 

上記原稿は、『ジャー

ナリスト』の編集部から

依頼があり、11 日締切

で急いで書いた。 

安倍元首相銃撃事件

について「言論封殺する

卑劣なテロ」などと紹介

したが、政治的な背景よ

り、「旧統一教会」への

強い恨みが事件を引き

起こしたようだ。 

容疑者は安倍元首相、

さらには岸元首相と「旧

統一教会」との関係から、

犯行を計画したなどと

報じられている。徹底し

た捜査を望みたい。それ

と警備体制のシビアな

検証が求められる。 

疑問なのは、全国紙を

はじめとしてマスコミ

は、特定の宗教団体と呼

んで「旧統一教会」の名

を伏せた。安倍氏や自民

党に忖度したのか。前代

未聞の事件は選挙にど

う影響したのだろうか。 

 (2022年 7月 14日) 


